
本県の水田農業の収益性向上を図るため、水田転作の推進、消費拡大、経営資金の確
保、生産体制強化、水田維持等、生産から販売まで総合的な対策約１６億円規模を展開

令和４年度の主な米価・営農対策

資⾦繰りの⽀援1.７百万円作付転換の推進 １２９百万円 米の消費拡大 6４百万円

◆多面的機能支払交付金事業 858百万円
農業・農村が有する国土保全や水源かん養、

景観形成等といった多面的機能の維持・発揮

のための地域活動を支援

農地維持支払 ：3,000円/10a

資源向上支払 ：2,400円/10a

施設の長寿命化：4,400円/10a

◆しっかり守る農林基盤交付金 210百万円
農地、水路、農林道など農林業生産基盤の小

規模な整備・補修等に要する経費を市町村に

交付

・補助率：全体事業費の1/2以内等

水田の維持管理１，０６８百万円生産体制の維持・強化 310百万円
◆集落営農体制強化支援事業 47百万円
集落営農組織が経営規模を拡大するため、農業用機械・施設等を導入する

経費を支援

・補助率：県1/3、市町村1/6

◆中山間地域を支える水田農業支援事業 8百万円
中・小規模農家が取り組む規模拡大や農作業受託等を支援

（土地基盤整備事業は対象外）

・補助率：県1/3、市町村1/6

・県補助上限額：2,000千円

◆みんなでやらいや農業支援事業 172百万円
意欲的な農業者や法人、任意組織が作成した「がんばる農家プラン」等に基づ

いて行う創意工夫を生かした取組を支援

・事業期間：３年

・補助率：県1/3、市町村1/6

◆スマート農業社会実装加速化総合支援事業 83百万円
スマート農業技術の推進及びスマート農業を使いこなす人材の育成、個別課題

のモデル実証を支援

○実装加速化支援 補助率：県1/3、市町村1/6

・補助上限：個人300万円、任意組織・法人等700万円

○ドローン講習支援 補助率：県1/2

・補助上限：1名当たり150千円（1経営体（組織）当たり2名まで）

◆［米価・営農対策］農業経営安定資
金利子助成事業 1.5百万円
次年度の再生産に必要な資金として、

農業者が借り入れた資金に対する利

子補給

・融資機関：JA、県信連

・貸付利率：無利子

・想定融資枠：３億円

・対象品目：園芸品目(果樹、野菜、

花き類)、茶、そば等

【R4追加品目】

主食用米、転換品目（大豆、麦）

◆新型コロナウイルス感染症対策資
金利子補給金 0.2百万円
経営の維持安定が困難となる農業者へ

のJAによる融資に対し、県が1/3相当

額を利子補給

・融資機関:JA

・融資額:個人300万円、法人500万円

・貸付利率：1.5%（県、県信連、農

林中金の協調利子補給により無利

子化）

◆［米価・営農対策］新たな水田農業の収
益性向上対策支援事業 27百万円

○飼料用米の生産拡大支援

生産拡大者に対し5,000円/10aを交付

（国は別途同額を交付）

○大豆等産地生産性向上支援事業

水田における団地化推進、先進的な営

農技術導入、生産性向上に向けた機

械・施設導入を支援

・補助率：1/2 以内

◆園芸産地活力増進事業 44百万円
園芸品目を対象に、高品質な農産物の生

産に必要な機材導入や新技術のモデル実

証等を支援

・補助率：県1/3、市町村1/6

・補助上限額20,000千円/実施主体 等

◆ブロッコリー産地の広域化・生産強化総
合対策事業 58百万円
組織活動、省力化・効率化等に必要な機

械導入などの取組を総合的に支援

・補助率：県1/3、市町村1/6

◆県産米消費拡大緊急支援事業
（R3 11月補正） 45百万円
○県産米消費拡大事業

県産米の需要回復、消費拡大を促す

取組を支援

・補助率：県1/2

・補助上限額：5,000千円/団体

250千円/法人

・対象経費：商品開発費、販路開拓

費、資材費等

○県産米情報発信事業

県内外における情報発信の取組を支

援（テレビCM放映、ラジオ番組、

YouTube活用等）

・補助率：県1/2

・補助上限額：10,000千円

◆「星空舞」ブランド化加速事業
19百万円
高品質・良食味米の安定生産に向けた

取組や首都圏等での情報発信、関西

圏を中心とした販路開拓を実施

・補助率：県1/2

※さらに、国が直接交付する「水田活用の
直接支払交付金」や「収入減少影響緩和
対策（ナラシ対策）」等がある。

「水田活用の直接支払交付金」

⇒水田で麦、大豆等を生産する農家に対して取組面

積に応じて交付（例：麦3.5万円/10a）。

「収入減少緩和対策」

⇒地域ごとの標準的な収入と当年収入との差額の9

割を補填


